
＜運営推進会議における評価＞

【事業所概要】

【事業所の特徴、特に⼒を⼊れている点】

【運営推進会議における評価の実施概要】

実施日 出席人数（合計）

みぎわの⾥
（〒４１７－０００１）

   静岡県富士市今泉２１９６－１

・ご利⽤者の思いに寄り添い、個々の笑顔を引き出せるように⽀援していきます。
・医療が必要なご利⽤者を他機関・多職種が情報共有し、最期まで在宅で⽣活することを⽀援していき
ます。

（  11  ）人    ※管理者を含む⻄暦  2016  年  12  月  9  日
従業者等自己評価
実施人数

法人名

所在地

事業所名

【自己評価の実施概要】

事業所自己評価
実施日

芙蓉会

□自事業所職員（ 7 人） □市町村職員（   人） □地域包括⽀援センター（ １ 人） □地域住⺠の代表者（   人）

□利⽤者（   人） □利⽤者の家族（ 3 人） □知⾒を有する者（ 4 人） □その他（   人）
主席者（内訳）

⻄暦  2017  年  2  月  24  日 （  15  ）人 ※自事業所職員を含む
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■前回の改善計画の進捗評価

※「前回の改善計画」および「実施した具体的な取組」は事業所が記⼊し、「進捗評価」は自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します

・地域みそ作りへの参加、かけこみ110番への登録、出前講座の開
催、いきいきサロンへの参加、地域防災訓練への参加、⺠⽣委員の
集まりへの参加。

・ご利⽤者、ご家族の希望に沿い、在宅でのケアをみぎわの⾥でも
継続している。
・通所・宿泊と臨機応変に受け⼊れ、訪問も柔軟に対応している。
・看取りの状況時は随時、状態を説明する事ができた。

前回の改善計画

●各種マニュアルの⾒直
し

●具体的な情報共有によ
る多職種連携したチーム
ケアの提供

●在宅⽣活が継続できる
ように地域医療機関との
連携の強化

●地域・近隣住⺠に向け
た情報発信

●利⽤者・家族の思いや
希望の沿うサービス提供

実施した具体的な取組

・申し送りノートの活⽤、利⽤者情報ファイル（介護・看護共有）
作成、モニタリング、カンファレンスで各ご利⽤者の対応を検討、
サービス提供している。
・主治医との連携もできている。

１．利⽤者等の特性・変
化に応じた専門的なサー
ビス提供
（評価項目１１〜２２）

２．多機関・多職種との
連携
（評価項目２３〜２６）

進捗評価

・感染対策マニュアルはインフルエンザ、ノロウ
イルス、結核を追加した。
・ターミナルケアマニュアルは、みぎわの⾥独自
のものを作成した。

・連携している医療機関が増えた。
・医療機関ソーシャルワーカーや相談員、訪問看護師、外部薬剤師
など、地域他職種との連携が増えた。

３．誰でも安心して暮ら
せるまちづくりへの参画
（評価項目２７〜３４）

Ⅱ．サービ
ス提供等の
評価

Ⅰ．事業運営の評価
 （評価項目１〜１０）

Ⅲ．結果評価
 （評価項目３５〜３６）

項目

・ご利⽤者、ご家族の希望に沿うケアの継続、通
所・宿泊の受け⼊れ、訪問の柔軟な対応をするこ
とができた。
・みぎわの⾥宿泊時の看取り⽀援は家族以上にし
てくれた。

・職員が連携し、ご利⽤者・職員の雰囲気の良い
様子を家族に教えてくれた
・⑰は「よくできている」の評価を受ける。

・連携している医療機関が10か所に増え、訪問看
護指示書を頂いている。

・いきいきサロンでの感染対策講習を依頼して、
その後もサロンを全員が欠席することなく参加さ
れている。
・㉘は「よくできている」の評価を受ける。
・㉛は「おおよそできている」の評価を受ける。

・全体的にはマニュアルの整備をし改善を⾏った。
・防災については訓練結果の評価にてフローチャートを⾒やすい位
置に掲示した。
・ターミナルケアマニュアルを追加し家族⽤・職員⽤の2部を作成
した。
・各個人の連絡先については⼀覧で⾒れるものを作成した。
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■今回の「評価結果」および「改善計画」

※自己評価・運営推進会議における評価の総括を記載します

・マニュアルの確認を⾏い、感染対策にはインフルエンザ、ノロウイルス、
結核を追加した。ターミナルケアマニュアルはみぎわの⾥独自のもの（家族
⽤・職員⽤）を作成した。
・防災は訓練結果の評価から、フローチャートを⼤きく⾒やすく壁に掲示し
た。各個人の連絡先は⼀覧で⾒れるファイルを作成した。

・マニュアルについては毎年確認し、必要時には随時検討、改善を⾏う。
・実施目標は外部評価に沿った内容にする。
・安否コールの活⽤は訓練で100％の返信を目指す。
・送迎時、外出時の連絡方法を検討していく。

・申し送りノートの活⽤、利⽤者情報ファイル（介護・看護共有）作成し、
モニタリング、カンファレンスで各ご利⽤者の対応を検討しサービスを提供
することができた。
・訪問看護指示書にて主治医との連携ができている。

・ご利⽤者、ご家族を含む24時間アセスメントの情報把握できる方法を検討
していく。
・利⽤者情報ファイルを定期的に⾒直し、介護・看護の専門性を活かし、多
職種連携してサービス提供していく。

・連携している医療機関が10か所に増えた。
・医療機関ソーシャルワーカーや相談員、訪問看護師、外部薬剤師など地域
他職種との連携が増えている。
・看護⼩規模多機能の知名度が広まった。

・在宅⽣活が継続できるように、地域医療機関との連携を広め、強化してい
く。

・地域の⾏事（防災訓練・夏祭り・⽂化祭等）・いきいきサロンへの参加を
計画する。
・定期的に⺠⽣委員定例会にて、啓発活動をしていく。

・ご利⽤者、ご家族の希望に沿い、在宅でのケアをみぎわの⾥でも継続する
ことができた。
・通所、宿泊を臨機応変に受け⼊れ、訪問も柔軟に対応することができた。
・看取り⽀援はご利⽤者の苦痛なく、ご家族に安心感を与えることができ
た。（ターミナルケアマニュアルを活⽤することができた）

Ⅱ．サービ
ス提供等の
評価

１．利⽤者等の特性・変
化に応じた専門的なサー
ビス提供
（評価項目１１〜２２）

・ご利⽤者、ご家族の希望するサービスに柔軟に対応していく。
・看取り⽀援はマニュアルを活⽤し、ご本人が苦痛なく、ご家族が安心感が
得られるよう⽀援していく。

３．誰でも安心して暮ら
せるまちづくりへの参画
（評価項目２７〜３４）

Ⅲ．結果評価
 （評価項目３５〜３６）

・地域みそ作り、防災訓練へ参加することができた。
・出前講座の開催、いきいきサロンでの感染対策の講習を実施した。
・かけこみ110番への登録、⺠⽣委員会で看護⼩規模多機能のサービス内容
の紹介をした。

項目

Ⅰ．事業運営の評価
 （評価項目１〜１０）

評価結果 改善計画

２．多機関・多職種との
連携
（評価項目２３〜２６）
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■ 評価表 [事業所自己評価・運営推進会議における評価]

◆「サービスの特徴および理
念等を踏まえた実践」の充⾜
度を評価します
◆独自の理念等が明確化され
ていない場合は「全くできて
いない」

［具体的な状況・取組内容］
・２年目となり、看護⼩規模多機能の特徴を理解し
基本目標・実地目標を踏まえた上で、ご利⽤者、ご
家族の思いに添えるよう努め実践している。

2 サービスの特徴および事業所
の理念等について、職員がそ
の内容を理解し、実践してい
る

◯

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

［具体的な状況・取組内容］

Ⅰ．事業運営の評価［適切な事業運営］

（１） 理念等の明確化
① 看護⼩規模多機能型居宅介護の特徴を踏まえた理念等の明確化とその実践

評価項目
番
号

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

事業所自己評価

よく
できている

◯
サービスに求められる「①医
療ニーズの⾼い利⽤者の在宅
⽣活の継続⽀援」、「②在宅
での看取りの⽀援」、「③⽣
活機能の維持回復」、「④家
族の負担軽減」、「⑤地域包
括ケアへの貢献」を含む、独
自の理念等を掲げている

・⽞関ホールに掲示し、①〜⑤を踏まえた基本目
標・実地目標を掲示している。

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

◆①〜⑤の全てを含む理念等
がある場合は「よくできてい
る」
◆①〜⑤の⼀部を含む理念等
が掲げられている場合は、
「おおよそできている」もし
くは「あまりできていない」
◆独自の理念等が明確化され
ていない場合は「全くできて
いない」

1
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◆「専門技術の向上のための
日常業務以外での機会の確
保」について、充⾜度を評価
します

［具体的な状況・取組内容］
・研修プランに基づき、⽼施協の研修、法人内の研
修、地域で⾏われている講座への参加、出前講座の
実施を⾏っている。

◆「育成計画の作成」の状況
について、充⾜度を評価しま
す
◆すべての職員について育成
計画などを作成している場合
は「よくできている」
◆育成計画などを作成してい
ない場合は「全くできていな
い」

［具体的な状況・取組内容］
・新人についてはプリセプタートレーニングを明確
に⾏っている。
・人事考課を継続的に⾏い、成果シートにより職員
の目標に対し研修計画を組んでいる。また、各種認
定資格受講の計画も組んでいる。

4 法人内外の研修を受ける機会
を育成計画等に基づいて確保
するなど、職員の専門技術の
向上のための日常業務以外で
の機会を確保している

◯

3 職員との話し合いなどを通じ
て、各職員の中⻑期的な育成
計画などを作成している

◯

（２） 人材の育成
① 専門技術の向上のための取組

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

全くできて
いない
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① 運営推進会議で得られた意⾒等の反映
◆「得られた要望・助言等の
サービスへの反映」の視点か
ら、充⾜度を評価します

運営推進会議で得られた要
望、助言等を、サービスの提
供等に反映させている

◆「情報を共有する機会」の
充⾜度を評価します
◆例えば「利⽤者等の具体的
なケースについて話し合うた
めの、定期的なカンファレン
スの開催」などが考えられま
す

［具体的な状況・取組内容］
・会議での助言・要望は勉強会などで随時話し合
い、少しでも助言・要望に近づけるように努めてい
る。
・意⾒を頂き、改善できる内容については早急に
⾏った。

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

◯

◯

［具体的な状況・取組内容］

② 介護職・看護職間の相互理解を深めるための機会の確保

（３） 組織体制の構築

5 介護職・看護職・介護⽀援専
門員の間で、職員が相互に情
報を共有する機会が、確保さ
れている

6

・定期的カンファレンス・月１勉強会で担当ご利⽤
者の現状対応等、情報共有し、変化時等は申し送り
ノートを活⽤し情報共有されている。

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
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8 利⽤者等の情報について、随
時更新を⾏うとともに、必要
に応じて職員間で迅速に共有
され、又その対応策が介護・
看護職の共有の下で検討さ
れ、両職種間での連携が⾏わ
れている

◯

［具体的な状況・取組内容］
・情報はその都度申し送りノートで伝達し、朝礼な
どでも申し送り伝達されている。
・職員間でも「ほう・れん・そう」が出来ており早
い対応に努めている。

◆「職員が、安心して働くこ
とのできる就業環境」の充⾜
度を評価します
◆例えば、「職員の能⼒向上
の⽀援」、「精神的な負担の
軽減のための⽀援」、「労働
時間への配慮」などが考えら
れます

［具体的な状況・取組内容］
・希望休・有給などは、取ることができ、何かあれ
ば相談できる環境である。
・お互いに協⼒し助け合い良い雰囲気の環境が出来
ている。

（４） 情報提供・共有のための基盤整備

7

評価項目
事業所自己評価

全くできて
いない

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

職員が、安心して働くことが
できる就業環境の整備に努め
ている

◯

② 職員が安心して働くことができる就業環境の整備

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている

◆「情報の随時の更新」と
「職員間で迅速に共有するた
めの工夫」の２つの視点か
ら、充⾜度を評価します
◆「介護職と看護職の情報共
有および対応策の検討」につ
いて、充⾜度を評価します

① 利⽤者等の状況に係る情報の随時更新・共有のための環境整備

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

番
号

7 ページ



◆「緊急時におけるサービス
提供のための備え」につい
て、充⾜度を評価します
◆例えば、「安否確認方法の
明確化」、「連絡先リストの
作成」、「医療材料などの確
保」、「災害時ケアのマニュ
アル化」などが考えられます

［具体的な状況・取組内容］
・災害時（火災・地震・風水害）ケアマニュアルは
関連施設と連携し作成、各職員が対応できるよう掲
示している。
・法人内全体の安否コールシステムの実施の中で、
職員の安全確保と緊急時の人員確保を⾏っている。
・緊急時の医療品等の確保は出来ている。
・各ご利⽤者の連絡先は把握は出来ているが連絡先
リストまでは至らず早急に作成していく。

10 災害などの緊急時において
も、サービス提供が継続でき
るよう、職員、利⽤者、関係
機関の間で、具体的な対応方
針が共有されている

・災害時、施設利⽤している時
は安心であるメッセージを家族
に伝えてほしい。
・送迎時、外出している時の連
絡方法を考えた方がいい。
・契約時、災害時のマニュアル
を説明した方がいい。

◆「各種の事故に対する予
防・対策」の充⾜度を評価し
ます
対策が求められる事項として
は、例えば「医療・ケア事故
の予防・対策」、「交通安
全」、「夜間訪問時の防犯対
策」、「個人情報保護」など
が考えられます

［具体的な状況・取組内容］
・各種マニュアルを⾒直し、予防、対策に努めてい
る。
・医療・ケア事故についてはヒヤリハット、事故報
告書を基にカンファレンスし予防、対策に努めてい
る。

② 災害等の緊急時の体制の構築

9 サービス提供に係る利⽤者等
および職員の安全確保のた
め、事業所においてその具体
的な対策が講じられている

番
号

評価項目
事業所自己評価

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

よく
できている

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

① 各種の事故に対する安全管理

◯

◯

（５） 安全管理の徹底

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄
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12 家族を含む利⽤者等の考えを
把握するとともに、その目標
の達成に向けた計画が作成さ
れている

◯
◆「家族等の考えを含めた計
画の作成」について、充⾜度
を評価し利⽤者のみでなく、
家族等の考えを適切に把握す
るとともに、その考えを含め
た計画を作成することは重要
であるといえます

［具体的な状況・取組内容］

・左記の意図がわからない。聞
きにくいことは最初に聞いてし
まってもいいのでは。

② 利⽤者等の「尊厳の保持と自己実現の達成」を重視した計画の作成

・モニタリングや日々の連絡ノートからご家族の思
いや望んでいることを汲み取り計画に反映させてい
る。
・ケアマネによる初回の情報により把握している。

11
◯

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

◆「家族等も含めた24時間の
暮らし全体に着目したアセス
メント」の充⾜度を評価しま
す
◆「介護職と看護職間でのア
セスメント結果の共有」につ
いて、充⾜度を評価します

［具体的な状況・取組内容］
・ご家族に聞きにくいこともあれば踏み込みにくい
こともあり、ご家族が把握できていないこともあ
る。

（１） 利⽤者等の状況把握及びアセスメントに基づく計画の作成

① 利⽤者等の24時間の暮らし全体に着目した、介護・看護両⾯からの⼀体的なアセスメントの実施
在宅時、利⽤者の⽣活状況や
家族等介護者の状況等を含
む、24時間の暮らしに着目し
たアセスメントを⾏い、その
情報共有と施設内での介護・
看護職の視点で実施したアセ
スメントの共有がされている

Ⅱ サービス提供等の評価
１．利⽤者等の特性・変化に応じた専門的なサービス提供

よく
できている

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜
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◆「状況変化の予測」と「リ
スク管理」の２つの視点か
ら、充⾜度を評価します
◆介護・看護が⼀体的に提供
される看護⼩規模多機能型居
宅介護においては、特に看護
職による予後予測などを踏ま
えて計画を作成することが重
要です

［具体的な状況・取組内容］
・状態変化時や今後起こり得る状況をご家族へ説
明・アドバイスして意向を確認している。
・予後予測を踏まえた計画に努めている。

14 利⽤者の今後の状況変化の予
測と、リスク管理を踏まえた
計画が作成されている

◆「利⽤者の有する能⼒を活
かした、心⾝機能の維持回復
を重視した計画の作成」につ
いて、充⾜度を評価します
◆「利⽤者が尊厳を持って、
その有する能⼒に応じ地域に
おいて自⽴した日常⽣活を営
む」ために、必要な視点であ
るといえます

［具体的な状況・取組内容］
・レクリエーション・体操・散歩・⾏事との参加を
促し、⽣活機能の維持・向上を目指す計画を作成し
ている。
・個別的な心⾝機能の維持回復への提供内容が出来
ている。

③ 利⽤者の今後の状況変化の予測と、リスク管理を踏まえた計画の作成

13 利⽤者の有する能⼒を最⼤限
に活かした、「心⾝の機能の
維持回復」「⽣活機能の維持
又は向上」を目指すことを重
視した計画が作成されている

◯

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

◯

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

全くできて
いない
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評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

全くできて
いない

事業所自己評価
運営推進会議における評価

コメント記⼊欄

① 継続したアセスメントを通じた、利⽤者等の状況変化の早期把握と計画への反映
15

［具体的な状況・取組内容］

サービス提供を通じた継続的
なアセスメントにより、利⽤
者等の状況変化を早期に把握
し、計画への適宜反映と目標
達成など、情報を事業所内外
を含む関係多職種と共有がさ
れている

◯

・状態の変化時は担当者会議を⾏い、早期対応し計
画に反映するよう努めている。
・主治医と連携をし、サービス計画をしている。

◆「早期の把握」と「計画へ
の適宜反映」の２つの視点か
ら、充⾜度を評価します
◆「利⽤者等の状況変化や目
標の達成状況等の事業所内外
を含む関係多職種との情報共
有」について、充⾜度を評価
します

（２） 利⽤者等の状況変化への迅速な対応とケアマネジメントの実践

番
号

評価項目

16 通い・泊まりの利⽤に過度に
偏らないよう、適時適切に利
⽤者宅を訪問することで、家
族等を含めた居宅での⽣活状
況の変化を継続的に把握して
いる

◯
◆「訪問による、家族等を含
めた居宅での⽣活状況の変化
の継続的な把握」という視点
から、充⾜度を評価します
◆訪問によるケアの提供は、
家族等を含めた居宅での⽣活
状況を把握するためにも重要
です

［具体的な状況・取組内容］
・訪問は徐々に増えてきている。
・送迎、訪問、モニタリング、連絡帳等で⽣活状況
の把握に努めている。

② 居宅への訪問を含む、利⽤者等の暮らし全体に着目したアセスメントの実施と計画への反映
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② 看護職から介護職への情報提供および提案

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

17 介護職と看護職のそれぞれの
専門性を最⼤限に活かしなが
ら、柔軟な役割分担が⾏われ
ている

◯
◆「介護職と看護職の専門性
を活かした役割分担」につい
て、充⾜度を評価します
◆介護・看護が⼀体的に提供
される看護⼩規模多機能型居
宅介護では、効果的・効率的
なサービス提供のために、
各々の専門性を活かした役割
分担や、業務の状況等に応じ
た柔軟な役割分担を⾏うこと
が重要です

① 介護職と看護職の相互の専門性を⽣かした柔軟なサービスの提供

18 看護職から介護職に対して、
疾病予防・病状の予後予測・
心⾝の機能の維持回復などの
観点から、情報提供や提案等
を⾏っている

◯
◆「看護職の専門性を活かし
た、介護職への情報提供や提
案等」について、充⾜度を評
価します
◆このような情報提供や提案
等は、看護職の専門性を活か
した役割の１つとして期待さ
れます

［具体的な状況・取組内容］
・ご利⽤者へのサービスに繋がるよう、介護職、看
護職等が、常にコミュニケーションを意識し、相互
に情報交換及び情報共有し、具体的な⽀援に結びつ
けている。

［具体的な状況・取組内容］

（３）介護職・看護職の協働による一体的なサービスの提供

・申し送りノートの活⽤やカルテへの記録、口頭で
の伝達により情報共有し、日々の状態変化等に随時
対応している。
・看護職は介護職に対し、毎月の勉強会等におい
て、疾病予防や予後予測、機能回復等の観点からの
的確な指示や提案をしている。

全くできて
いない

12 ページ



よく
できている

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

［具体的な状況・取組内容］

① 利⽤者等に対するサービスの趣旨及び特徴等についての情報提供

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

◆「利⽤者等の理解」につい
て、充⾜度を評価します

19 サービスの趣旨および特徴等
について、分かりやすく説明
し、利⽤者等の理解を得てい
る

◯

20 在宅での療養⽣活に係る計画
の内容や⽣活の継続に向けて
留意すべき点、及び利⽤者等
が⾏う医療処置や医療機器の
取り扱い方法、家族が⾏うケ
アの提供方法について、分か
りやすく説明し、理解を得て
いる

② 利⽤者等への「在宅での療養⽣活」に係る指導・説明

・利⽤相談の段階で、説明し理解を得ている。
・状態の変化等があり、⽀援内容の⾒直し等が必要
な場合にも適宜補⾜説明を⾏い、理解を得ている。

（４）利⽤者等との情報及び意識の共有

◯
◆「利⽤者等の理解」につい
て、充⾜度を評価します

［具体的な状況・取組内容］
・訪問看護計画書に基づいて、在宅での処置内容や
状態変化等に対し、適宜説明を⾏い、在宅でご家族
が対応できるよう⽀援している。
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③ 重度化した場合や終末期における対応方針の、利⽤者等との相談と共有

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

21 重度化した場合や終末期にお
ける在宅⽣活の継続の可否や
検討すべき状況を予め想定
し、その対応方針など、利⽤
者本人（意思の決定・表示が
できない場合は家族等）の希
望や意向を把握し、サービス
内容の提供に反映するととも
に相談・共有ができている

◯

よく
できている

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

番
号

評価項目
事業所自己評価

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

・介護職は看護的視点をもって、看護職は介護的視
点をもって日々のケアに取り組み、ご利⽤者本人や
ご家族と、今後想定されることについて、情報交換
や話し合いを⾏い、随時サービス内容を⾒直し、反
映している。

◆「サービス提供への適切な
反映」について、充⾜度を評
価します
◆「将来に発⽣し得る様々な
リスクを想定した上での、対
応策の検討と共有」につい
て、充⾜度を評価します

［具体的な状況・取組内容］

22 終末期ケアにおいて、利⽤者
等に適切な時期を⾒計らっ
て、予後および死までの経過
を丁寧に説明し、説明した内
容や利⽤者等の意向等を記録
として残している

◯
◆「予後および死までの経過
の説明」と「記録の有無」の
２つの視点から、充⾜度を評
価します
◆「丁寧に説明し」且つ「記
録として残している」場合は
「よくできている」

［具体的な状況・取組内容］
・看取りのパンフレットを作成した。その時の状況
にあわせて適宜説明等⾏った。
・終末期ケアについての予後の相談等おこない、ケ
アプランに反映し、記録に残している。
・医師含め、担当者会議を⾏い、連携を取ってい
る。
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番
号

評価項目
事業所自己評価

よく
できている

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

23

２．多機関・多職種との連携

◆「利⽤者の円滑な在宅⽣活
への移⾏」について、充⾜度
を評価します
◆例えば、「退院・退所前の
カンファレンスへの参加」、
「利⽤者等に係る病院・施設
等との継続した情報共有」な
どの取組が考えられます

［具体的な状況・取組内容］
・退院前カンファレンスに参加し、情報共有を図
り、在宅⽣活への移⾏を⽀援している。
・地域医療機関へ定期的に情報提供している。

（１） 病院・施設等との連携による円滑で切れ目のないケアの提供

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜全くできて

いない

② ⼊院・⼊所の可能性がある利⽤者についての、主治医等との対応方針の共有
24 すべての利⽤者について、緊

急時の対応方針等を、主治医
等と相談・共有することがで
きている

① 病院・施設等との連携や情報共有等による、在宅⽣活への円滑な移⾏
病院・施設等との連携・情報
共有等により、病院・施設等
からの、利⽤者の円滑な在宅
⽣活への移⾏を⽀援している

・協⼒医の他、８か所の医療機関から訪看指示書を
頂き、主治医と相談、共有している。緊急時には救
急搬送している。
・容態が安定していないご利⽤者については密に連
携がとれているが、容態が安定しているご利⽤者に
ついても密に連携をとるように努める。

◯

◯
◆「緊急時の対応方針等の主
治医等との相談・共有」を評
価します
◆利⽤者の状態変化・家族等
介護者の状況の変化など、実
際に発⽣する前の段階から予
め対応方針等を主治医等と相
談・共有しておくことが重要
です

［具体的な状況・取組内容］
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（２） 多職種との連携体制の構築
① 運営推進会議等における、利⽤者のために必要となる包括的なサポートについての、多職種による検討

よく
できている

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

全くできて
いない

運営推進会議等において、利
⽤者のために必要と考えられ
る包括的なサポートについ
て、⺠⽣委員・地域包括⽀援
センター・市区町村職員等へ
の情報提供や提案が⾏われて
いる

◯
◆「利⽤者のために必要とな
る、介護保険外のサービスや
インフォーマルサポート等を
含めたケアの提供について、
多職種とともに検討・⽀援を
⾏っていくなどの取組」の充
⾜度を評価します
◆そのような取組をしたいこ
とがない場合は「全くできて
いない」
◆⺠⽣委員のみでなく、自治
会⻑や町会⻑などの住⺠代表
も対象です

・運営推進会議で情報提供、報告を⾏っている。
・インフォーマルサービスについては、より情報提
供、提案に努めていく。

番
号

評価項目
事業所自己評価

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

［具体的な状況・取組内容］

◆「即座な対応が可能な体制
の構築」について、充⾜度を
評価します

③ 地域の医療機関等との連携による、急変時・休日夜間等に対応可能な体制の構築
25

26

地域の医療機関等との連携に
より、休日夜間等を含めて、
すべての利⽤者について、急
変時に即座に対応が可能な体
制が構築されている

◯

［具体的な状況・取組内容］
・訪看指示書に沿って対応し、急変時には救急搬送
している。
・施設利⽤時については体制が構築されている。在
宅時についてはご家族の意向を確認していく。
・「地域の医療機関」が示す範囲がわかりにくい。
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３．誰でも安心して暮らせるまちづくりへの参画

（１） 地域への積極的な情報発信及び提案

28

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

全くできて
いない

・いきいきサロンでの感染対策
講習を頼み、助かった。他の地
域でも利⽤してもよいのでは。

番
号

評価項目
事業所自己評価

・事業所内、会議出席者については、議事録を作成
配布し閲覧はできている。
・⽞関ホールに議事録を掲示し、2ヶ月毎に更新し
ている。

① サービスの概要及び効果等の、地域に向けた積極的な情報の発信

◆「積極的な啓発活動」につ
いて、評価する項目です
◆例として、「チラシ等の配
布」や「地域説明会の実施」
などの取組が考えられます。
◆利⽤者や職員の確保のみを
目的とした活動等は除きます
◆「特定の集合住宅等に限定
しない、地域への積極的な展
開」について、充⾜度を評価
します

［具体的な状況・取組内容］

［具体的な状況・取組内容］

運営推進会議の記録につい
て、誰でも⾒ることができる
ような方法での情報発信が、
迅速に⾏われている

◯
◆「誰でも⾒ることができる
方法での情報発信」と「迅速
な情報発信」の２つの視点か
ら、充⾜度を評価します

27

・チラシを配り、啓発活動を⾏っている。
・居宅や地域住⺠からの相談の受け付けを⾏ってい
る。
・いきいきサロンでの感染対策講習を⾏った。
・地域の住⺠向け会議に参加し理解を広げる努⼒を
している。

サービスの概要や地域におい
て果たす役割等について、正
しい理解を広めるため、地域
住⺠向けに（特定の集合住宅
等に限定せず）積極的にサー
ビスの提供と啓発活動が⾏わ
れている

◯
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全くできて
いない

看護⼩規模多機能型居宅介護
事業所の登録者以外を対象と
した訪問看護を積極的に実施
している

事業所自己評価
評価の視点・

評価にあたっての補⾜よく
できている

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

◆「積極的な受け⼊れ」につい
て、充⾜度を評価してください
◆「受け⼊れることができる体
制」が整っていない場合は、
「全くできていない」
◆「あまりできていない」〜
「よくできている」は、その
「積極性」の視点から、充⾜度
を評価します

おおよそ
できている

あまりでき
ていない

［具体的な状況・取組内容］
・指定なし

番
号

評価項目

◆「指定訪問看護事業所の指定
を併せて受けている事業所」の
みが対象です。該当しない場合
は、実施状況欄は無記⼊で、
[具体的な状況・取組内容]欄に
｢指定なし｣と記⼊してください
◆「登録者以外を対象とした訪
問看護」を実施してないていな
い場合は、「全くできていな
い」
◆「あまりできていない」〜
「よくできている」は、その
「積極性」の視点から、充⾜度
を評価します

［具体的な状況・取組内容］

（２） 医療ニーズの⾼い利⽤者の在宅での療養⽣活を⽀える、地域拠点としての機能の発揮

① 看護⼩規模多機能型居宅介護事業所の登録者以外を含む、地域への訪問看護の積極的な提供
29

・吸引研修（50時間研修2名、他職員14時間研修を
受講）に参加し、受け⼊れ体制は整っており相談に
は積極的に受け⼊れている。

② 医療ニーズの⾼い要介護者の積極的な受け⼊れ
30 「たん吸引」を必要とする要

介護者を受け⼊れることがで
きる体制が整っており、積極
的に受け⼊れている

◯
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番
号

運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜おおよそ

できている
あまりでき
ていない

「看取り⽀援」を必要とする
要介護者を受け⼊れることが
できる体制が整っており、積
極的に受け⼊れている

◆「積極的な受け⼊れ」につ
いて、充⾜度を評価してくだ
さい
◆「受け⼊れることができる
体制」が整っていない場合
は、「全くできていない」
◆「あまりできていない」〜
「よくできている」は、その
「積極性」の視点から、充⾜
度を評価します

［具体的な状況・取組内容］
・相談時、看取り⽀援まで含めた体制を説明してい
る。職員は看取り⽀援の経験もあり他職種連携も出
来ている。
・マニュアル（職員⽤・ご家族⽤）も作成し実際に
活⽤している。
・偲びのカンファレンスを⾏い次への⽀援へ繋げて
いる。

32
◯

31 「人工呼吸器」を必要とする
要介護者を受け⼊れることが
できる体制が整っており、積
極的に受け⼊れている

◯

評価項目

事業所自己評価

全くできて
いない

◆「積極的な受け⼊れ」につ
いて、充⾜度を評価してくだ
さい
◆「受け⼊れることができる
体制」が整っていない場合
は、「全くできていない」
◆「あまりできていない」〜
「よくできている」は、その
「積極性」の視点から、充⾜
度を評価します

［具体的な状況・取組内容］

よく
できている

・体制はまだ整っていないが、人工呼吸器の⼀種
（ＣＰＡＰ：持続陽圧呼吸療法）は1名受け⼊れて
いる。
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運営推進会議における評価
コメント記⼊欄

評価の視点・
評価にあたっての補⾜よく

できている
おおよそ

できている
あまりでき
ていない

全くできて
いない

事業所自己評価

◆「課題提起や改善策の提案等の
取組」や「家族等や近隣住⺠に対
する、介護⼒の引き出しや向上の
ための取組」について、その充⾜
度を評価します
◆今後は、サービスの提供等を通
じて得た情報や知⾒、多様な関係
者とのネットワーク等を活⽤し、
必要となる保険外サービスやイン
フォーマルサービスの開発・活⽤
等、利⽤者等のみでなく地域にお
ける課題や改善策を関係者に対し
て提案していくなどの役割も期待
されます

［具体的な状況・取組内容］
・ご家族への介護情報、提案等取り組みは⾏ってい
るが、近隣住⺠、地域へ向けての取り組みは徐々に
⾏ってきている。

② 安心して暮らせるまちづくりに向けた、関係者等への積極的な課題提起、改善策の検討等
34 介護・看護の観点から、地域

の関係者を含め家族等や近隣
住⺠に対し、、必要に応じて
課題提起や改善策の提案な
ど、又その介護⼒を引き出す
具体的取り組みが⾏われてい
る

◯

◆「内容等の理解」について、
その充⾜度を評価します
◆地域包括ケアシステムの構築
にあたっては、その中で各々が
果たすべき役割を、明確に理解
することが必要であるといえま
す
◆地域包括ケアシステムの構築
方針や計画などがない場合は、
「全くできていない」

［具体的な状況・取組内容］
・⼀年が経過し看護⼩規模多機能の役割は理解して
きている。⾏政の地域包括システムの構築方針は現
実とのギャップがあり在宅⽣活の継続が難しいケー
スが多い。

33 管理者および職員が、⾏政が
介護保険事業計画等で掲げて
いる、地域包括ケアシステム
の構築方針や計画の内容等に
ついて理解している

◯

（３） 地域包括ケアシステムの構築に向けての、まちづくりへの参画

① ⾏政の地域包括ケアシステム構築に係る方針や計画の理解

番
号

評価項目
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Ⅲ 結果評価

評価の視点・
評価にあたっての補⾜

番
号

◆「計画目標の達成」につい
て、評価します

・達成されているが、介護保険を利⽤している以
上、目標は継続していく。

［具体的な状況・取組内容］

② 在宅での療養⽣活の継続に対する安心感
36 サービスの導⼊により、利⽤

者およびその家族等におい
て、医療が必要な状況下での
在宅療養⽣活の継続や看取り
を希望した時の在宅での看取
りに対する安心感が得られて
いる

◆在宅での看取りを除く、全
ての利⽤者およびその家族等
に対し、サービスの提供によ
り実現された「医療が必要な
状況下においての、在宅での
療養⽣活の継続に対する安心
感」について、評価します

［具体的な状況・取組内容］
・ご家族との細かな連絡、相談等により安心感を得
られ、サービスの提供により在宅⽣活の継続が出来
ている。

１．
②．
３．
４．

ほぼ全ての利⽤者について、達成されている
利⽤者の２/３くらいについて、達成されている
利⽤者の１/３くらいについて、達成されている
利⽤者の１/３には満たない

35

評価項目 事業所自己評価
運営推進会議における評価

コメント記⼊欄

ほぼ全ての利⽤者について、達成されている
利⽤者の２/３くらいについて、達成されている
利⽤者の１/３くらいについて、達成されている
利⽤者の１/３には満たない

１．
②．
３．
４．

サービスの導⼊により、利⽤
者ごとの計画目標が達成され
ている

① 計画目標の達成
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